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化：単施設前向き介入研究．第56回日本医学教育学会大会．2024，8，9-10．

25	 井上　香，磯田広史，窪津祥仁，乘田美沙，藤本　光，森美哉子，田中賢一，桑代卓也，大枝　敏，
秋山　巧，高橋宏和：臨床実習コーディネーターとしてのキャリア継続．第60回日本肝臓学会総会．
2024，6，13-14．

26 ◯乘田美沙，窪津祥仁，矢田ともみ，藤本　光，森美哉子，井上　香，田中賢一，桑代卓也，磯田広
史，大枝　敏，秋山　巧，高橋宏和：健康診断における M2BPGi の有用性．第60回日本肝臓学会
総会．2024，6，13-14．

27 ◯原なぎさ，磯田広史，井上　香，大枝　敏，矢田ともみ，江口有一郎，高橋宏和：拠点病院肝疾患
センター管理栄養士が考える肝炎医療コーディネーターとしての役割と課題．第60回日本肝臓学会
総会．2024，6，13-14．

28	 井上　香，原なぎさ，今泉龍之介，大枝　敏，磯田広史，山下　駿，高橋宏和：RCT（ランダム
化比較試験）による SLD（steatotic liver disease）啓発前後の Web 検索行動の検証．第24回日本
糖尿病インフォマティクス学会年次学術集会．2024，8，18．

29 ◯原なぎさ，木村早希，新宮ののこ，竹内　萌，田久保順也，吉村知加子，今泉龍之介，井上　香，
大枝　敏，磯田広史，高橋宏和：地域住民のメタボリックシンドロームとがんに対する意識向上を
目指したアンケート調査：健康塾参加者との比較．第24回日本糖尿病インフォマティクス学会年次
学術集会．2024，8，18．

30 ◯平田理紗，香月尚子，中谷英仁，德島　緑，西　知世，島田ひとみ，八板静香，齋藤千紘，甘利香
織，黒木和哉，織田良正，鋪野紀好，大野毎子，吉村麻里子，多胡雅毅：入院時の転倒予防は転倒
の減少に関連しない可能性がある～傾向スコアによる1256例の解析．第15回日本プライマリ・ケア
連合学会学術大会．2024，6，7-9．

31 ◯平田理紗，香月尚子，中谷英仁，德島　緑，西　知世，島田ひとみ，八板静香，齋藤千紘，甘利香
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織，黒木和哉，織田良正，鋪野紀好，大野毎子，吉村麻里子，多胡雅毅：入院時に実施する転倒予
防策は入院中の転倒傷害に関連しない可能性がある．日本転倒予防学会 第11回学術集会．2024，
11，23-24．

32	 井手則子，山下　駿，井上　香，溝口ゆかり，八板静香，多胡雅毅，小田康友：医学部臨床実習の
質の改善：臨床実習コーディネーターによる取り組み．第28回日本病院総合診療医学会学術総会．
2024，3，29-30．

33	 山口真実，坂本麻衣子，光武　翼，福森則男，植田美穂，木本晶子，山崎加奈枝，小田康友：自己
主導型学修への適応状態に関する医学科生の自己評価．第56回日本医学教育学会大会．2024，8，
9-10．

地方規模の学会
１ 	 坂本麻衣子：神経心理学の基礎から応用－検査結果をこころのケアに役立てるために－．沖縄県公

認心理師協会特別研修会．2024，3，24．
２ 	 山下　駿：ワークショップ １『宮崎県立宮崎病院総合診療科 case conference』．日本プライマリ・

ケア連合学会第18回九州支部総会・学術大会．2024，1，20-21．
３ 	 溝口ゆかり，尾形善康，松尾宗明：当科で経験した Pachydermodactyly の ２ 例．第67回九州リウ

マチ学会．2024，3，2-3．
４ 	 溝口ゆかり，山下　駿，張　雨萌，熊本　崇，松尾宗明：シミュレーター実習開始前後での臨床実

習生の意識変化．第221回日本小児科学会長崎地方会・第97回佐賀小児科地方会合同地方会．2024，
7，21．

５ 	 溝口ゆかり，納所哲也，張　雨萌，江原元気，森田　駿，熊本　崇，尾形善康，松尾宗明：医学生
に小児科の魅力を伝える：佐賀大学の取り組み．第77回九州小児科学会．2024，11，16-17．

６ ◯常陸顕悟，磯田広史，今泉龍之介，東本陽果，野村理沙，中西那月，江口眞子，原なぎさ，井上　
香，大枝　敏，江口有一郎，高橋宏和：拠点病院の医学生の肝炎アラートへの対応状況と今後の活
動について．第45回日本肝臓学会東部会．2024，12，6-7．

７ 	 井手則子，西　知世，石瀬裕子，本村　壮，山下　駿，徳島圭宜，香月尚子，相原秀俊，藤原元嗣，
多胡雅毅：頭部MRI 検査が正常であった維持透析患者のウェルニッケ脳症．日本内科学会第346回
九州地方会．2024，8，31．

その他の学会
１ ◯花田嵩史，山下　駿，大石　透，相原秀俊，多胡雅毅：重症熱性血小板減少症候群（SFTS）を契

機に重篤な経過を辿った一例．第52回佐賀総合診療ケースカンファレンス．2024，11，13．

7―　　―



研究助成等

職　名 氏　名
補助金（研究助成）

等の名称
種　　目

１：代表
２：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

教　授 小田　康友 科学研究費 基盤C １ 遠隔・対面融合型能動的学修
における学生の学修活動と成
果，適応状態に関する研究

650

教　授 小田　康友 研究拠点形成費等補
助金

ポストコロナ
時代の医療人
材養成拠点形
成事業

２ ER 型救急・総合診療に対応
できる医師育成のためのプロ
グラム開発

11，000

教　授 小田　康友 研究拠点形成費等補
助金

高度医療人材
養成拠点形成
事業（高度な
臨床・研究能
力を有する医
師養成促進支
援）

１ 自律持続型高度学術研究・臨
床教育拠点の構築─屋根瓦式
研究教育の早期導入による循
環型人材育成― 

40，000

准教授 坂本麻衣子 科学研究費助成事業 基盤研究C １ 行動指標に着目した VR 版
HIV 関 連 神 経 認 知 障 害

（HAND）スクリーニング検
査の開発

1,040

准教授 坂本麻衣子 科学研究費助成事業 基盤研究C ２ 救急集中治療室に入室した患
者家族のメンタルヘルス構築
に向けた縦断的研究

39

准教授 坂本麻衣子 科学研究費助成事業 基盤研究B ２ ノイズ前庭電気刺激による新
たな転倒予防法を確立するた
めの包括的研究

130

准教授 福森　則男 科学研究費助成事業 2020年度若手
研究

１ 医学生の自己主導型能力と診
察参加型臨床実習中の学習行
動および学修評価との関連

0

特　任
准教授

山下　　駿 科学研究費助成事業
（学術研究助成基金
助成金）

（若手研究） １ 熱源不明の症例に対する感染
性心内膜炎予測スコアの外部
検証：多施設前向き観察研究

2，080

学術（学会）賞

職　名 氏　名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

特　任
准教授

山下　　駿 第37回内科学会奨励賞 感染性心内膜炎予測モデルの精度向上研究：多施設後
ろ向き症例対照研究
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